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皿　調査の対象と方法

　本報の調査は，川崎市東扇島を中心とするおよそ半径30kmの地域における種々の植物群落が

対象とされた。首都圏の中心地域に位回している調査地域では，自然は人間の多種多様な影響の

もとにきわめて大きな変化をうけている。また，1都2県にもわたり，海あり山ありの地域では

植物群落も多種多様である。これらの群落のすべてを対象として，植物群落の調査は1978年から

1979年にわたって行われた。現地調査を中心にして，さらに，これまで報告された資料も引用し

て群落単位の決定とその配分についての解析が行なわれた。

　川崎市においては，複雑な地形を主要圏とする立地環境本来の質的な違いを反映して，さまざ

まな植生が分布している。更に，川崎市が首都圏の中心部に位置するため，古くから強度な人為

的な影響が加えられ，植生を一謄複雑なものにしている。植生調査は，このような変化に富んだ

あらゆるタイプの槌生を対象にして行なわれた。1978年2月から！979年2月にかけて，現地踏査

を中心に植物社会学的な植生調査が行なわれた。さらに，調査によって決定された群落単位によ

り，現存植生図や潜在自然植生図の作成が行なわれた。

1．植生調査法

　調査対象地域内に生育する，もっとも自然度の高い森林や河辺植生から，もっとも強く人為的

影響を受けている耕地雑草群落や路上雑草群落にいたるまで，あらゆる植生タイプについて植物

社会学的植生調査が行なわれた。調査箇所数は対象地域をくまなく踏査しながら行われた結果，

450箇所余の地点で，植生調査資料が得られた。

　調査地の選定に当っては，立地条件と種組成の均質性に十分な配慮がされた。まず，対象植分

内の全出現種について階魍別に完全な種のリストが作成された。群落階層は，森林のような多層

群落においては，4贋｝に区分されるのが原則であるが，実際には，各々の植分に応じて階層区分

が行われた。また，各階層の高さは，あらかじめ固定されることなく，それぞれの植分の生育状

態によって決められた。

　リストアップされた出現種について，各階層毎にそれぞれ優占度（被度）と丁度との測度が記

入された。

　被度Deckungsgrad（総合優占度Artmachtlgkeit）

　調査区内で，それぞれの種が，どのくらいの面積でおおっているかを調査面積に対する割合や

個体数を基準に5から＋までの6階級に分けて表示される（Fig．21）。

　被度5：丁度が調査面積の駿以上を占めるもの。

　　　4：　〃　　　〃　1／2～3／4　　　〃

　　　3：　〃　　 〃　ヲ4～1／2　　〃
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Fig　25　埋立地て塩分の残紹か多い易瞬にはウシ男ツメクサ群落か生育する（川崎区）。

　Auf　der　LandgewmnuDgsflache，　wo　noch　gen血gend　Salz　zuruck　geb｝1ebenユst，　wachs亡

　eme　5♪87　g～，Zα1・1α1〃αrηzα一GeseUschaft（1くawasak1－ku）

　　　2：個休数がきわめて多いか，または少なくとも難度が調査面繋のI／、。～1ノ、を占めている

　　　　　もの。

　　　1：個休数は多いか難度は1／，。以下，または難度か11、。以下て個体数が少ないもの

　　　＋・個休数も少なく，難度も少ないもの

　群議SOzlablltat

　調査区内に個々の植物個鉢かとのように配分され生育しているかの測度てある。昂の多少には

直接関係しないか，着通5階級に分けて判定される（Flg．22）。

　その他，調査桶分の監護群落，人為的影響の有無やその程度，調査地点の微地形，士壌条件な

ど現地て判定し得る範囲て出来るだけ多くの条件について記録される。また，群落の断面や配分

およひ土壌断面についても必要に難し記録された。

2．群落区分

　現地調査て得られた調査資判は，優占する植物，生盾形の差異なとをイかかりとして，ほぼ同

じ群落に属すると考えられる資羽ことにまとめられ，それぞれの懲落組成表に細まれた。この最

初の表か素表と呼ばれる。この素表から，次の作業手順をへて，常在度の高い種，群落区分種，
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　　　　　　　　F1926　Braun－BlanqueUこよる鼓度の配分模武。

　　　　Schematlsche　Vertellung　des　Deckungsgrades　nach　Braun－Blanquet　1964．

一ある植物か調査区分内に力試・ト状に一面に生
　　　　　　　　　　　　　　　　　育しているもの

一大き甲状．。＿。，のあち。ち、。穴かあいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるような状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　小群の斑紋状（クッション状）

　　　　　　　　　　　　　　コ」L＿止＿＿血」L・鱗をなしているもの

　」＿＿＿＿　単独にはえているもの
　　　　　　　　Fig　27　Braun－Blanquetによる群度の配分摸式。

　　　　　Schematlsche　Vertellung　der　SozlabIlltat　nach　Braun－Blanquet　1964
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群集標徴種
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　　例
シラカシ群集

亜群集の区分種…a

1署

li」

モミ亜群集

変群集の区分種…i

妻≡亜変群集の区分種・①

蒙蕊
ファシス

□
亜群集の区分種…c 　　　　　　　　ケヤキ亜群集

皿灘群団，オーダー，クラスの標徴種

随伴種

　　　　Fig。28　群落組成表摸式図。

Schemat玉sche　Darste1王ung　der　Gesellschaftstabelle．

群集標徴種や区分種を発見し，最終的には，群集表や総合常在度表にまとめられる。

　組成表作業過程

1．

2．

3．

4．

5．

植生調査資料のに繁表”へのまとめ。

素表から常在度の高いものの順に並べて書きかえくく常在度表”を組む。

常在度クラスπ～皿の種を抽即したくく部分表”により区分種群を発見する。

局地的に有効な区：分肩骨の甘甘によるくく区分表”への組みかえ。

各地で調べられた群落組成表と4の区分表とを常在度で比較したヒ吻合常在度表”に組み

　　入れ，標微種を発見する。

　6。　4の区分表と5の結果をもとにヒ騨集表”への組みかえ。

　とくに3の部分表については，何回も組みかえが行なわれた。5の総合常在度表による比較で

は，類似した生活形をもつ植分の関連や，さらに上級単位の標徴種の発見が可能となる。
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　　　　　　Fig．29森林の階層摸式図Q
Schemat三sche　Dars亡ellung　der　Schichtenverteilung　des　Waides。
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　　　　　　　　　　　　Fig．30

　　鰹
ヤブツバキクラス
　C興ellietea三aPGnicae
ヤフツバキ　　　　　オーダー
　　Cタmeilietaiia　japonicae
　ヤフコウジースダジイ群団
　　　Ardisio－Castanopsion

シラカン掃射

Quercetum　myrsmaefollae

ケヤキ亜群集（Subass，von・Zelko四serrata＞
コブシ変群集（Var．von　Magnolia　kobus）

　　　　　植生分類体系。

System　der　Vegetationsgllederung．

　1～4の作業過程で区分された植生単位は局地的なものであって，まだ植物社会学的に定義づ

けられたものではない。種の組み合せを基礎としたこのような植生単位は群落として表示される。

　また，総合常在度表から標徴種が発見され，植物社会学的に定義づけられた群落の基本単位が

群集とII乎ぼれる。各群集は，さらに共通の標微種（群）によって，総合常在度表の比較をとおし

て，群集を決めたときと同じ操作で群団やオーダー，クラスなどの上級単位にまとめられる。群

集以下の下泣単位は，区分種により亜群集，変群集，亜変群集，ファシスと類次下位区分される。

植物社会学的な楠生単位の分類体系はFig．30に示されている。
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　　　　　　　　　　　　　Tab．8　植生調査票（アウフナーメ）の1例
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3．植　生　図

　川崎市および扇島を中心とした30km圏における現存植生図および出生自然画図が縮尺1：

100000の地形図上に示された。さらに川崎市については周辺植生の調査資料と川崎市の植生謬晶

査資料の比較，自然植生および代償植生の構成種が比較され，川崎市の現存植生図および潜在自

然植生図と菓扇島の現存植生図と潜在自然植生図が縮尺1：30000および1：20000で描かれ

た。

　D　現存植生図

　現存植生図は，現存する植生の具体的な広がりが地形図上に示されたものである。

　現地踏査による植生調査の際に，あらゆる植分についてアウフナーメ　（Aufnahme）が行なわ

れた。アウフナーメと並行して，現地で相観を加味して様々な植生タイプが地図上に示された。

さらに植生調査資料の組成表作業により群落単位の抽出が行なわれ，現地で描かれた相観を加味

した植生図原図と比較され，現存植生図凡例が作製された。

　川崎市の現存植生図は，室内で1974年撮影の空中写真を参考に清書された。さらにアウフナー

メポイント図，群落表，現地での植生図原図を比較しながら具体的に現存植召三の広がりが地図上

に清書された。現地調査資料の欠けている地域あるいは空中写真で判読不明な留分についてはそ

の都度現地にて植生調査が行なわれ，確認された。森林は緑色系，乾生草原は黄色系，湿生草原

は青色系で示されている（縮尺1：30000）。

　東扇島の現存植生図は現地踏査を主体にして，現地で描かれた植生図原図を基礎として清書さ

れた（縮尺1：20000）。

　川崎市周辺30km圏の現存植生図は1：100000の縮尺で作成された。具体的な植物群落の配

列が地形図の上に示されたものである。十：万分の一の縮尺の地図は，川崎市東扇島を中心とする

半径30kmの地域が一枚の地形図上にまとめられる。

　2）　植生自然度図

　植生自然度図の作製1ま，基本となる現存植生図が縮尺！1100000を基盤として印刷されたた

め，厳密に各植分ごとの自然度を区分することよりも，現存植生図の転化図として，植生自然度

が区分された。凡例は環境庁によるX－1段階の区分が使われた。

　3）　潜在自然植生図

　川崎市および東扇島の潜在自然植生図がそれぞれ縮尺1：30000，1：20000で描かれた。

　潜在自然植生図は，現存植生の如何を問わず，それぞれの立地の潜在的能力を自然植生で理論

的に表現したものである。

　調査対象地域に残されている自然林，自然植生はきわめて少ない。したがって現存植生より潜

在自然植生を考察することが困難な地域も多い。一般に，自然植生はある一定の数の限られた代

償植生を許容する。自然植生と代償植生は人為的影響の度合いにより関連度の強弱がみられる。
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したがって，自然植生と代績植生の関連が把握され，潜在自然植生図作製指針が作製された

（Tab．73）。残存植分が少ない地域や，極端な人為的影響の強さにより単純群落が形成されてい

る場合は（オオバコ群落やカラスビシャクーニシキソウ群集：畑地雑草群落などの場含），地形，

土壌なども加味され潜在自然植生が汐捉されている。自然植生の残存植生，残存木，微地形，代

償植生，土壌断面，地質，土地利用形態などから総合的に決定された。

　東扇島などの安定立地，不安定立地がみられるところでは現存植生を中心に考察され，さらに

は土壌条件や水分条件など立地条件を総合して潜在自然植生が決定された。


